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俳
句
大
会

▼
と
き　

３
月
29
日（
日
）

　日本三大俳諧道場の一つに数え
られ、町文化財にも指定されてい
る「鴫立庵」をご利用いただけます。
▶利用可能日　鴫立庵開庵日
　（12 月 28 日～１月３日休庵）
▶利用場所　道場・控え室・茶室・庭園
▶利用目的　短歌、俳句、生け花
及び茶の湯等

＊上記以外の場合は、ご相談ください。
▶利用料　各場所につき半日500円
　（1日 1,000 円）
▶申込方法　利用希望日の２か月前
より受付開始。鴫立庵利用申請書
を産業観光課まで提出ください。
▶その他　詳細は、町観光ホーム
ページを参照ください。申請書の
ダウンロードもできます。
問　産業観光課　☎内線 248

をご利用
 ください鴫立庵

　２月 14 日（土）に埼玉県日高市から 315 名の市民の方が専用
列車で大磯を訪れました。
　日高市には、かつて中国東北部から朝鮮半島にかけて栄え
ていた高

こう

句
く

麗
り

国
こく

の人々の一部が、日本へ渡来して建郡した
高
こ

麗
ま

郡
ぐん

が設置されていました。現在は、日高市に初代郡司の
高
こまのこきしじゃっこう

麗王若光を祀ったとする高麗神社があり、その直系の子孫の
方々が代々の宮司職を務めているとのことです。
　この高句麗国の人々が日本へ渡来した地が大磯町の高麗地区
で、「高来神社」や「高麗山」などの地名も、高麗王若光に縁のあ
るものとされています。日高市は平成 28 年に高麗郡建郡 1300
年を迎えることから、記念事業の一環として、「貸切列車で行く
大磯巡りの旅」というイベントで大磯町を訪れたものです。
　訪れた皆さんを、中﨑町長、奥津議長などが大磯駅でお迎え
し、その後ガイドボランティアの方々に案内され、晴れ晴れと
した青空の中、高来神社
を訪れるなど、大磯を堪
能して笑顔で帰りの列車
に乗っていかれました。
　これを機に今後も日高
市と「高麗」という共通
のつながりによる交流が
できれば良いですね。

２月 14 日（土）に埼玉県日高市から 315 名の市民の方が専用２月 （土14 日 玉県に埼 市か日高市 5名のら 315 民の方市民 用が専

～ ～

問　政策課　☎内線 207

日高市

大磯町


